
新加盟大学・新加盟大学会員代表者紹介

　
東
京
国
際
大
学
は
、６
学
部

10
学
科
、４
研
究
科
を
擁
す
る

文
科
系
総
合
大
学
で
あ
る
。

　
１
９
６
５
年
、商
学
部
の
み

の
単
科
大
学
の
国
際
商
科
大

学
と
し
て
創
学
、１
９
８
６
年

に
東
京
国
際
大
学
と
名
称
を
変

更
し
た
。

　
「
公
徳
心
を
体
し
た
真
の
国

際
人
の
養
成
」を
建
学
の
理
念

と
す
る
。「
公
徳
心
」と
は
、グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
多
様
性

や
異
文
化
の
理
解
、他
者
への
配

慮
と
い
っ
た
人
類
共
通
の
普
遍

的
な
価
値
観
の
も
と
で「
公
」

の
た
め
に
貢
献
す
る
心
で
あ
る
。

　
英
語
教
育
で
は
、独
自
の
英

語
教
育
組
織
を
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教

員
で
構
成
し
、少
人
数
の
双
方

向
授
業
を
実
施
。米
名
門
大
学

と
提
携
し
た
留
学
な
ど
多
様
な

留
学
制
度
が
設
け
ら
れ
、英
語

の
み
で
学
位
を
取
得
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、在
籍
す
る
多
く
の

留
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、人
間
力
の
形
成
に
つ

な
が
る
ス
ポ
ー
ツ
教
育
を
実
践

し
て
お
り
、世
界
を
知
る
指
導

者
と
大
学
屈
指
の
施
設
・
設
備

を
誇
り
、強
い
志
を
持
って
行
動

で
き
る
人
材
を
養
成
し
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
４
月
、医
療
健
康

学
部
理
学
療
法
学
科
を
開
設
。

　
２
０
２
３
年
秋
に
は
、新
た

に
東
京・池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
隣
接
地
に
池
袋
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
設
す
る
。

東
京
国
際
大
学

　
日
本
私
立
大
学
連
盟
に
加
入

す
る
に
あ
た
り
、理
事
長・総
長
の

倉
田
信
靖
が
会
員
代
表
に
就
任

し
た
。同
理
事
長・総
長
は
１
９

６
０
年
大
東
文
化
大
学
文
政
学

部
中
国
文
学
科
卒
業
。１
９
８
８

年
同
大
学
文
学
部
教
授
。１
９

８
９
年
大
東
文
化
学
園
理
事
。

こ
の
間
、全
国
漢
文
教
育
学
会

理
事
、日
本
中
国
学
会
評
議
員

を
歴
任
。２
０
０
０
年
日
本
学

術
振
興
会
科
学
研
究
費
委
員
会

専
門
委
員
。２
０
０
２
年
大
東

文
化
大
学
名
誉
教
授
。

　
専
門
分
野
は
中
国
哲
学
、日

本
儒
学
。主
な
著
書
に『
王
陽
明

全
集
』（
共
著
）、『
李
綱
文
集
』、

『
三
事
忠
告
』、『
吉
田
松
陰
』、『
連

戦
』、『
公
徳
の
国
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』

が
あ
る
。

　
学
校
法
人
東
京
国
際
大
学
副

理
事
長
を
経
て
、２
０
０
９
年
理

事
長・総
長
に
就
任
。ま
た
同
年

学
校
法
人
敬
心
学
園
理
事
、会

長
に
就
任
。

　
そ
の
他
、筑
波
大
学
国
際
化

拠
点
整
備
事
業
評
価
委
員
会
委

員
に
２
０
１
０
年
就
任
。同
年
、

米
国
ウ
ィ
ラ
メ
ッ
ト
大
学
よ
り
名

誉
人
文
学
博
士
号
を
授
与
。

　
公
益
財
団
法
人
日
韓
文
化
協

会
の
代
表
理
事・会
長
を
１
９
８
８

年
よ
り
務
め
、韓
国
人
留
学
生
向

け
の
奨
学
金
支
援
事
業
を
推
進
。

　
一
般
財
団
法
人
昭
和
経
済
研

究
所
代
表
に
２
０
１
０
年
就
任
。

お
お
や
け

学
校
法
人
東
京
国
際
大
学

理
事
長
・
総
長

東
京
国
際
大
学

倉
田 

信

く
ら
　
た

の
ぶ 

や
す
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新会員代表者紹介

　
湊
晶
子
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
う
後
任
と
し
て
、４
月
１
日

付
で
三
谷
高
康
氏
が
学
校
法
人

広
島
女
学
院
院
長・広
島
女
学
院

大
学
学
長
に
就
任
し
た
。任
期
は

４
年
。三
谷
新
院
長・学
長
は
大

阪
府
生
ま
れ
。同
志
社
大
学
を
卒

業
後
渡
米
。南
メ
ソ
ジ
ス
ト
大
学

（
パ
ー
キ
ン
ス
神
学
院
）、イ
ェ
ー

ル
大
学
神
学
大
学
院
、ア
ン
ド
ー

ヴ
ァ
ー・ニュ
ー
ト
ン
神
学
校
等
で

学
び
、修
士
号
、博
士
号
を
取
得
。

81
年
に
帰
国
後
は
大
阪
、小
樽

で
日
本
基
督
教
団
の
牧
師
と
し

て
牧
会
に
従
事
し
つ
つ
、同
志
社

女
子
大
学
、松
山
東
雲
学
園
、神

戸
女
学
院
大
学
等
で
教
鞭
を
と

り
、２
０
０
６
年
に
桜
美
林
大
学

に
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。そ

の
後
、２
０
１
２
年
、学
長
に
就

任
し
、２
期
６
年
間
勤
め
、そ
の

間
、新
学
群
を
立
ち
上
げ
、学
内

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
尽
力
、さ

ら
に
新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
創
設
の
事

業
に
関
わ
っ
た
。専
門
分
野
は

「
実
践
神
学
」。新
院
長・学
長

と
し
て
１
３
５
年
の
歴
史
を
誇

る
広
島
女
学
院
の
伝
統
に
新
風

を
吹
き
入
れ
、創
立
者
の
パ
イ
オ

ニ
ア
精
神
に
後
れ
を
取
る
こ
と
な

く
、時
代
を
先
取
り
し
た
斬
新

な
改
革
を
実
行
し
た
い
。ま
た
、

自
分
の
考
え
に
し
っ
か
り
立
っ
た

「
ぶ
れ
な
い
個
」を
持
つ
学
生
を

社
会
に
送
り
出
し
た
い
と
抱
負

を
語
って
い
る
。

三
谷 

高
康

み
　
た
に

た
か 

や
す

広
島
女
学
院
大
学

学
校
法
人
広
島
女
学
院 

院
長

広
島
女
学
院
大
学 

学
長

　
４
期
８
年
に
わ
た
る
奥
島
孝
康

前
学
長
の
あ
と
を
受
け
て
、２
０

２
１
年
４
月
１
日
付
で
北
山
修

氏
が
第
６
代
学
長
に
就
任
し
た
。

任
期
は
２
年
。

　
北
山
新
学
長
は
１
９
４
６
年

兵
庫
県
生
ま
れ
。京
都
府
立
医

科
大
学
医
学
部
卒
業
後
、ロ
ン

ド
ン
大
学
精
神
医
学
研
究
所
お

よ
び
モ
ー
ズ
レ
イ
病
院
に
て
研

修
。九
州
大
学
大
学
院
教
授
な

ど
を
経
て
、２
０
１
０
年
白
鷗
大

学
教
育
学
部
教
授
に
就
任
。２
０

１
１
年
学
校
法
人
白
鷗
大
学
の

理
事
と
な
り
、学
校
経
営
に
も
携

わ
る
。２
０
１
３
年
か
ら
４
年
、

副
学
長
を
務
め
た
。

　
専
門
は
精
神
分
析
学
、精
神
医

学
。著
書
は『
見
る
な
の
禁
止
』、

『
劇
的
な
精
神
分
析
入
門
』、『
フ

ロ
イ
ト
と
日
本
人 

往
復
書
簡
と

精
神
分
析
への
抵
抗
』（
編
著
）な

ど
多
数
。精
神
分
析
家
ウ
ィ
ニ

コッ
ト
に
関
す
る
研
究
で
は
日
本

の
第
一
人
者
。日
本
精
神
分
析
学

会
会
長
も
歴
任
。作
詞
家
と
し
て

も『
戦
争
を
知
ら
な
い
子
供
た

ち
』、『
あ
の
素
晴
し
い
愛
を
も
う

一
度
』な
ど
を
手
掛
け
た
。

　
学
生
一
人
ひ
と
り
が
青
年
期

の
葛
藤
を
未
来
へ
の
成
長
に
繋

げ
、建
学
の
精
神
を
具
現
化
し

た
言
葉「
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ 

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｒ
Ａ

（
さ
ら
に
向
こ
う
へ
）」の
よ
う
に
、

自
ら
の
限
界
を
越
え
る
４
年
間

に
し
て
ほ
し
い
と
願
って
い
る
。

北
山 

修

き
た 

や
ま

お
さ
む

白
鷗
大
学

白
鷗
大
学 

学
長

プ
ル
ス  

　 

ウ
ル
ト
ラ
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小
野
礼
子
前
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、２
０
２
１
年
４
月
１

日
付
で
石
原
敬
子
教
授
が
学
長

に
就
任
し
た
。

　
石
原
新
学
長
は
１
９
６
８
年

兵
庫
県
西
宮
市
生
ま
れ
。１
９

９
１
年
神
戸
海
星
女
子
学
院
大

学
文
学
部
英
文
学
科
卒
業
、１
９

９
６
年
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ・カ
レ
ッ

ジ・ロ
ン
ド
ン
大
学
院
音
声
学
・

言
語
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。本
学
文
学
部
英
文
学
科
助

手
を
務
め
た
後
、１
９
９
７
年
同

専
任
講
師
に
就
任
、准
教
授
を

経
て
、２
０
１
１
年
教
授
と
な
り

現
在
に
至
る
。現
代
人
間
学
部

英
語
キ
ャ
リ
ア
学
科
主
任
、英

語
観
光
学
科
主
任
、入
試・広
報

部
長
、教
務
部
長
を
務
め
た
。

専
門
は
音
声
学
。主
な
論
文
は

「
英
語
学
習
に
お
け
る
音
読
の

有
用
性
〜
音
読
と
脳
の
は
た
ら

き
〜
」（『
神
戸
海
星
女
子
学
院

大
学 

言
語
文
化
研
究
』創
刊

号
）な
ど
。

　
神
戸
海
星
女
子
学
院
大
学

は
、マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
修
道
会
を
設
立
母
体
と
し
、

真
理
と
愛
に
生
き
る
と
い
う
キ

リ
ス
ト
教
的
価
値
観
に
基
づ
き
、

人
を
支
え
、社
会
に
奉
仕
す
る

女
性
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

教
員
が
学
生
一
人
ひ
と
り
と
真

摯
に
向
き
合
い
、時
に
厳
し
く
、

常
に
愛
を
も
っ
て
、き
め
細
か
な

教
育
を
行
って
い
る
。

石
原 

敬
子

い
し 

は
ら

け
い  

こ

神
戸
海
星
女
子
学
院
大
学

神
戸
海
星
女
子
学
院
大
学 

学
長

　
斉
藤
言
子
前
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、２
０
２
１
年
４
月
１

日
付
で
中
野
敬
一
文
学
部
教
授

が
新
学
長
に
就
任
し
た
。

　
中
野
新
学
長
は
１
９
６
４
年

岡
山
県
生
ま
れ
。同
志
社
大
学

大
学
院
神
学
研
究
科
博
士
課
程

前
期
修
了
後
、米
国・太
平
洋
神

学
校（
博
士
課
程
）修
了
。日
米

の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
牧
師
職
等

を
経
て
、２
０
１
０
年
か
ら
神
戸

女
学
院
大
学
文
学
部
准
教
授
、

２
０
１
５
年
に
教
授
と
な
り
現

在
に
至
って
い
る
。神
戸
女
学
院

の
チ
ャ
プ
レ
ン
職
も
担
い
、専
門

分
野
は
キ
リ
ス
ト
教
実
践
神

学
。死
生
観
や
葬
送
儀
礼
に
関

す
る
研
究
を
行
い
、著
書
に
は

『
現
代
の
死
と
葬
り
を
考
え
る

―

学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
共
著
）

等
が
あ
る
。

　
神
戸
女
学
院
は
２
０
２
５
年

に
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
。

中
野
新
学
長
は
、学
院
の
永
久

標
語『
愛
神
愛
隣
』に
基
づ
き
、

利
害
を
超
え
て
隣
人
の
た
め
に

自
分
を
用
い
る
卒
業
生
を
世
に

送
り
出
す
使
命
を
あ
ら
た
め
て

覚
え
、Ａ
Ｉ
社
会
に
お
い
て「
人

に
と
っ
て
真
に
大
切
な
も
の
」を

学
生
と
共
に
考
え
続
け
て
い
き

た
い
と
抱
負
を
語
る
。日
本
社

会
に
お
け
る
女
性
教
育
の
今
日

的
意
義
を
訴
え
、さ
ら
に
新
た
な

時
代
に
相
応
し
い
学
修
環
境
の

充
実
も
目
指
す
。

中
野 

敬
一

な
か  

の

け
い 

い
ち

神
戸
女
学
院
大
学

神
戸
女
学
院
大
学 

学
長
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原
田
豊
己
前
学
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、学
校
法
人
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
学
園
理
事
長
津
田

葵
が
４
月
１
日
付
で
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
長
に
就

任
し
た
。

　
津
田
新
学
長
は
１
９
４
４
年

中
国
東
北
部
生
ま
れ
。１
９
６
６

年
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

文
学
部
英
文
学
科
卒
業
後
、上
智

大
学
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科

言
語
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

　
１
９
７
６
年
、フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨

学
生
と
し
て
渡
米
。ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学
言
語
学

日
本
語
学
講
師
。１
９
８
０
年
、

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
大
学
院

言
語
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了
。Ph.D

.（
言
語
学
）。

　
１
９
８
１
年
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
文
学
部
英
語
英
文

学
科
を
経
て
１
９
９
１
年
か
ら

大
阪
大
学
言
語
文
化
部・大
学

院
言
語
文
化
研
究
科
教
授
、コ

ミュニ
ケ
ー
ション
論
講
座
主
任
。

２
０
０
７
年
定
年
退
職
。大
阪

大
学
名
誉
教
授
。

　
２
０
０
２
年
〜
２
０
０
７
年

大
阪
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の

人
文
学
」事
業
推
進
者
。現
在
、

津
田
ゼ
ミ
出
身
者
が
国
内
外
で
、

大
学・教
育
機
関
に
お
い
て
活
躍

中
。著
書
に『
コ
ミュニ
ケ
ー
ション

の
日
米
比
較
』（
大
阪
大
学
出
版

会
）他
。

津
田 

葵

つ
　 

だ

あ
お
い

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

学
校
法
人
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学
園 

理
事
長

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学 

学
長

　
榊
泰
輔
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、２
０
２
１
年
４
月
１
日

付
で
北
島
己
佐
吉
教
授
が
学
長

に
就
任
し
た
。任
期
は
３
年
。

　
北
島
新
学
長
は
福
岡
県
出
身
。

九
州
芸
術
工
科
大
学（
現
：
九

州
大
学
）を
卒
業
後
、日
産
自
動

車
株
式
会
社
入
社
。２
０
０
３

年
４
月
、九
州
産
業
大
学
芸
術

学
部
教
授
に
就
任
し
、キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
、芸
術
学

部
長
、美
術
館
長
を
歴
任
。

　

専
門
は
、デ
ザ
イ
ン
ビ
ジ
ネ

ス
。研
究
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ザ

イ
ン
戦
略
の
研
究
」、「
ブ
ラ
ン
ド

構
築
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
要
素

の
研
究
」、「
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
デ
ザ
イ
ン
開
発
」等
。

　
九
州
産
業
大
学
は
２
０
２
０

年
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
、今

年
度
か
ら
は
８
分
野（
教
育
、研

究
、国
際
化
、産
学
連
携
、社
会・

地
域
貢
献
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、経
営
基
盤
）の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
か
ら
な
る
中

期
計
画（
２
０
２
１‒

２
０
３
０
）

「
文
理
芸
融
合
の
グ
ロ
ー
バ
ル
総

合
大
学
へ
」が
ス
タ
ー
ト
。

　
大
学
の
競
争
力
の
源
泉
で
あ

る
学
修
成
果
を
高
め
る
と
と
も

に
、プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
発
想
の

も
と
に「
地
域
」と「
学
際
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る「
地
域
創
造

ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
」を
目
指
し

て
、総
合
的
な
教
育
改
革
に
挑

戦
し
て
い
く
。

北
島 

己
佐
吉

き
た 

じ
ま

み  

さ

よ
し

九
州
産
業
大
学

九
州
産
業
大
学 

学
長
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新会員代表者紹介

　
川
名
明
夫
前
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、４
月
１
日
付
で
拓
殖
大

学
学
長・大
学
院
長
に
就
任
し
た
。

　
鈴
木
新
学
長
は
１
９
６
４
年
茨

城
県
生
ま
れ
。明
治
大
学
経
営
学

部
経
営
学
科
を
卒
業
。１
９
８
９

年
３
月
同
大
学
大
学
院
経
営
学

研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了（
経

営
学
修
士
）、１
９
９
２
年
同
博
士

後
期
課
程
を
満
期
退
学
。同
年
４

月
よ
り
拓
殖
大
学
商
学
部
に
助
手

と
し
て
着
任
。以
後
、専
任
講
師
、

助
教
授
を
経
て
、２
０
０
５
年
よ
り

教
授
、現
在
に
至
る
。２
０
１
１
年

商
学
部
長
、２
０
１
５
年
大
学
院

商
学
研
究
科
委
員
長
、２
０
１
７

年
副
学
長
を
歴
任
し
た
。専
門
は

国
際
会
計
、財
務
会
計
。主
な
著

書
に
、『
プ
レ
ス
テ
ッ
プ
会
計
学
』

（
２
０
０
９
年
、弘
文
堂
、共
著
）、

『
基
本
か
ら
学
ぶ
会
計
学
』（
２
０

１
９
年
、中
央
経
済
社
、共
著
）。

　
座
右
の
銘
は「
果
報
は
寝
て
待

て
」。人
事
を
尽
く
し
た
後
は
気
長

に
良
い
知
ら
せ
を
待
つ
し
か
な
い
。

人
は
誰
し
も
急
い
て
結
果
を
求
め

が
ち
で
あ
る
が
、目
の
前
の
為
す
べ

き
事
に
最
善
を
尽
く
す
べ
き
と
言

い
聞
か
せ
る
。学
問
も
仕
事
も
人

生
も
同
じ
。

　
拓
殖
大
学
は
２
０
２
１
年
度
よ

り
中
長
期
計
画「
教
育
ル
ネ
サ
ン

ス
２
０
３
０
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
。教
学
改
革
の
実
現
に
向
け

て
、人
事
を
尽
く
し
た
い
と
意
欲

を
見
せ
る
。

鈴
木 

昭
一

す
ず
　
き

し
ょ
う 

い
ち

拓
殖
大
学

拓
殖
大
学 

学
長

　
丸
山
康
人
前
理
事
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、喜
岡
渉
氏
が
３
月

30
日
付
で
理
事
長
に
就
任
し
た
。

　
喜
岡
新
理
事
長
は
香
川
県
高

松
市
出
身
。１
９
７
４
年
京
都
大

学
工
学
部
を
卒
業
後
、カ
リ
フォル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
大
学
院

工
学
研
究
科
で
学
び
、１
９
８
０

年Ph.D
.

を
取
得
。同
年
名
古
屋

工
業
大
学
助
手
、１
９
９
３
年
同

大
学
教
授
と
な
り
、２
０
０
３
年

か
ら
は
副
学
長（
教
育
担
当
）、夜

間
学
部
主
事
、附
属
図
書
館
長

な
ど
の
学
内
要
職
を
歴
任
。２
０

１
７
年
同
大
学
定
年
退
職
。名

古
屋
工
業
大
学
名
誉
教
授
。

　
専
門
分
野
は
海
岸・海
洋
工

学
。著
書
に『
海
岸
波
動
』（
分
担

執
筆
）、『
波・潮
汐
の
観
測
と
モ

デ
リ
ン
グ（
英
文
）』（
共
著
）ほ

か
、海
岸
波
浪
、沿
岸
災
害
、海

洋
開
発
に
関
す
る
多
く
の
学
術

論
文
が
あ
る
。

　
暁
学
園
は
、四
日
市
大
学
、四

日
市
看
護
医
療
大
学
の
ほ
か
、暁

高
等
学
校
、暁
中
学
校・高
等
学

校（
中
高
一
貫
校
）、暁
小
学
校
、

暁
幼
稚
園
を
擁
す
る
総
合
学
園

で
、今
年
６
月
に
創
立
75
周
年
を

迎
え
た
。両
大
学
に
お
い
て
も
引

き
続
き
、私
立
学
園
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、学
園

綱
領「
人
間
た
れ
」の
精
神
を
堅

持
し
、豊
か
な
人
間
性
と
高
度
な

専
門
性
を
兼
ね
備
え
た
人
材
の

育
成
に
集
中
す
る
決
意
で
あ
る
。

喜
岡 

渉

き  

お
か

わ
た
る

四
日
市
大
学

四
日
市
看
護
医
療
大
学

学
校
法
人
暁
学
園 

理
事
長
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新学長紹介

　
阿
久
戸
光
晴
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、伊
藤
文
一
副
学
長
が

２
０
２
１
年
４
月
１
日
付
で
学

長
に
就
任
し
た
。

　
伊
藤
文
一
新
学
長
は
、長
崎

大
学
教
育
学
部
工
業
技
術
科
、

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
教
育

学
研
究
科
、九
州
大
学
大
学
院

人
間
環
境
学
研
究
科
を
修
了
。

公
立
中
学
校
の
教
師
、教
頭
、校

長
な
ど
を
経
て
、２
０
０
７
年
よ

り
福
岡
女
学
院
大
学
人
文
学
部

教
授
、２
０
１
８
年
よ
り
同
大

学
副
学
長
等
を
歴
任
し
た
。専

門
分
野
は
、学
校
臨
床
教
育
学

で
あ
る
。

　
創
立
か
ら
１
３
６
年
の
歴
史

を
持
つ
福
岡
女
学
院
大
学
の
ビ

ジ
ョ
ン
は「
つ
な
が
り
」で
あ
る
。

「
信
仰
に
よ
っ
て
、イ
エ
ス・キ
リ

ス
ト
と
つ
な
が
り
、愛
に
よ
って
、

と
も
に
つ
な
が
り
、希
望
を
も
っ

て
、社
会
へ
、未
来
へ
、と
つ
な
がっ

て
い
く
」。こ
の
理
念
を
踏
ま
え
、

地
域
貢
献
を
軸
に
し
な
が
ら
、自

己
有
用
感
を
育
成
し
、学
生
が

誇
り
に
思
い
、地
域
に
愛
さ
れ
る

大
学
を
目
指
し
て
い
る
。

　
聖
書
に「
も
し
、か
ら
し
種
一

粒
ほ
ど
の
信
仰
が
あ
れ
ば…
あ

な
た
が
た
に
で
き
な
い
こ
と
は
何

も
な
い
」と
あ
る
。宗
教
的
教
育

が
目
指
す
も
の
、そ
れ
は
、多
く

の
人
た
ち
を
救
う
力
に
な
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ

を
強
く
信
じ
て
い
る
。

伊
藤 

文
一

い  

と
う

ふ
み 

か
ず

福
岡
女
学
院
大
学

福
岡
女
学
院
大
学 

学
長

山
田 

純

や
ま  

だ

じ
ゅ
ん

芝
浦
工
業
大
学

芝
浦
工
業
大
学 

学
長

　
村
上
雅
人
前
学
長
の
後
任
と

し
て
、２
０
２
１
年
４
月
１
日
付

で
工
学
部
機
械
工
学
科
山
田
純

教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

　
山
田
新
学
長
は
１
９
５
９
年

奈
良
県
生
ま
れ
。１
９
７
８
年
大

阪
星
光
学
院
高
等
学
校
を
卒
業

後
、東
京
工
業
大
学
生
産
機
械

工
学
科
、ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式
会

社
、東
京
工
業
大
学
大
学
院
を

経
て
、１
９
８
８
年
同
大
学
助
手

に
着
任
。１
９
９
４
年
３
月
に
博

士（
工
学
）の
学
位
を
取
得
し
、

１
９
９
５
年
山
梨
大
学
助
教
授
、

２
０
０
５
年
芝
浦
工
業
大
学
教
授
。

２
０
１
５
年
か
ら
工
学
部
長
。２
０

１
８
年
以
降
は
理
事
を
兼
任
。

　
専
門
は
、熱
工
学
、光
応
用
工

学
。２
０
０
０
年
頃
か
ら
10
年
余

り
化
粧
品
開
発
に
係
る
産
学
共

同
研
究
に
携
わ
る
。現
在
の
研
究

テ
ー
マ
は
、皮
膚
の
光
物
性
計
測
、

レ
ー
ザ
ー
治
療
、視
覚
的
質
感
の

学
理
な
ど
。２
０
０
４
年
度
日
本

伝
熱
学
会
学
術
賞
、２
０
０
５

年
日
本
熱
物
性
学
会
論
文
賞
。

２
０
０
９
年
度
日
本
機
械
学
会

賞（
論
文
）を
受
賞
。 

　
趣
味
は
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
。

「
も
の
」、「
こ
と
」を
創
造
す
る
こ

と
を
楽
し
む
人
材
を
輩
出
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。２
０
２
７
年

の
大
学
創
立
１
０
０
周
年
に
向

け
て
、研
究
力
の
強
化
を
通
じ
て
、

国
際
的
に
通
用
す
る
ブ
ラ
ン
ド
力

の
獲
得
を
目
指
す
。
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山
田 

耕
太（
や
ま
だ 

こ
う
た
）

敬
和
学
園
大
学
長
、新
潟
居
留
地
研
究
会
会
長
。

国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
、英
国

ダ
ラ
ム
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了（Ph.D

.

）。

’15
よ
り
現
職
。専
門
は
新
約
聖
書
学
。主
著
に『
Ｑ

文
書
』ほ
か
。

尾
池 

守（
お
い
け 
ま
も
る
）

石
巻
専
修
大
学
学
長
。東
京
工
業
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科
生
産
機
械
工
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
。工
学
博
士（
東
京
工
業
大
学
）。’02
よ
り
石

巻
専
修
大
学
理
工
学
部
教
授
、’16
よ
り
現
職
。

北
條 

英
勝（
ほ
う
じ
ょ
う 

ひ
で
か
つ
）

武
蔵
野
大
学
副
学
長・人
間
科
学
部
教
授
。東
洋

大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。’14
よ
り
私
大

連
学
生
生
活
実
態
調
査
分
科
会
長
。

加
藤 

恵
津
子（
か
と
う 

え
つ
こ
）

国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
教
授（
人
類
学
、

ジェン
ダ
ー
研
究
）。’01
ト
ロ
ン
ト
大
学
人
類
学
部

博
士
課
程
修
了
。’18
よ
り
学
生
部
長
。主
著『
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
と
は
誰
か
』な
ど
。

松
下 

琢（
ま
つ
し
た 

た
く
）

崇
城
大
学
副
学
長（
教
育
担
当
）・生
物
生
命
学

部
教
授
。’88
東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
研
究

科
農
芸
化
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。農
学
博
士
。

九
州
大
学
を
経
て
’00
よ
り
崇
城
大
学
。

宮
間
純
一（
み
や
ま 

じ
ゅ
ん
い
ち
）

中
央
大
学
文
学
部
准
教
授
。’12
中
央
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士（
史
学
）。

国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
部
准
教
授
を
経
て
’18

よ
り
現
職
。主
著『
戊
辰
内
乱
期
の
社
会
』な
ど
。

山
田 

健
太（
や
ま
だ 

け
ん
た
）

専
修
大
学
文
学
部（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
）教

授
。’84
青
山
学
院
大
学
卒
。専
門
は
言
論
法
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
。近
著『
沖
縄
報
道
』『
法

と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム 

第
四
版
』。

古
久
保 

潤
一
（
ふ
る
く
ぼ 

じ
ゅ
ん
い
ち
）

近
畿
大
学
大
学
運
営
本
部
入
学
セ
ン
タ
ー
次
長
。

金
子 
大
輔（
か
ね
こ 

だ
い
す
け
）

法
政
大
学
入
学
セ
ン
タ
ー
入
試
課
長
。’17
総
務
部

庶
務
課
長
。’20
よ
り
現
職
。

森
脇 

裕
美
子（
も
り
わ
き 

ゆ
み
こ
）

松
山
大
学
入
学
広
報
部
次
長
。’90
松
山
大
学
経

営
学
部
経
営
学
科
卒
業
。

飯
山 

晴
信（
い
い
や
ま 

は
る
の
ぶ
）

学
校
法
人
武
蔵
野
大
学
経
営
企
画
部
長
。東
洋

大
学
社
会
学
部
卒
業
。武
蔵
野
学
務
室
長
、大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
事
務
課
長
を
経
て
、’21
よ
り

現
職
。

井
上 

隆
信（
い
の
う
え 

た
か
の
ぶ
）

大
正
大
学
入
試
部
部
長
。’91
大
正
大
学
仏
教
学

部
卒
業
後
、同
大
学
事
務
局
入
職
。就
職
部
長
、

学
生
支
援
部
長
、学
術
推
進
部
長
を
経
て
’20
9
月

よ
り
現
職
。国
家
資
格
キャ
リ
ア
コン
サ
ル
タ
ン
ト
。

七
海 

雅
人（
な
な
み 

ま
さ
と
）

東
北
学
院
大
学
入
試
部
大
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

オ
フ
ィ
サ
ー
。東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

修
了
。日
本
中
世
史
専
攻
。共
著『
大
学
で
学
ぶ

東
北
の
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館
）。

小
串 

和
夫（
お
ぐ
し 

か
ず
お
）

学
校
法
人
皇
學
館
理
事
長
。熱
田
神
宮
名
誉
宮

司
。’66 

3
月
皇
学
館
大
学
文
学
部
国
史
学
科
卒

業
。乃
木
神
社
、多
度
神
社（
現
多
度
大
社
）、熱

田
神
宮
の
宮
司
を
歴
任
。’20 

4
月
よ
り
現
職
。

柿
内 

利
宏（
か
き
う
ち 

と
し
ひ
ろ
）

亜
細
亜
大
学
国
際
連
携
部
イ
ン
タ
ー
ナ
ショ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
課
長
。

菊
地 

端
夫（
き
く
ち 

ま
さ
お
）

明
治
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
長・経
営
学
部

執筆者・出席者のご紹介（掲載順）
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公
共
経
営
学
科
教
授
。カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
客
員
研
究
員
、明
治
大
学
国
際

教
育
副
セ
ン
タ
ー
長
等
を
経
て
、’20
よ
り
現
職
。

熊
谷 
嘉
隆（
く
ま
が
い 

よ
し
た
か
）

公
立
大
学
法
人
国
際
教
養
大
学
理
事
、同
大
学
副

学
長
。’01
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
大
学
院
森
林
学
部

博
士
課
程
修
了（Ph.D

.

）。ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学

研
究
員
を
経
て
、’04
よ
り
国
際
教
養
大
学
。’19
よ
り

現
職
。

池
田 

佳
子（
い
け
だ 

け
い
こ
）

関
西
大
学
国
際
部
教
授
。ハワ
イ
州
立
大
学
博
士
課

程
修
了（Ph.D

.

）。ト
ロン
ト
大
学
、名
古
屋
大
学

を
経
て
、’09
よ
り
関
西
大
学
。’15
よ
り
現
職
。主
著

『
コミュニケ
ー
ション
能
力
の
諸
相
』（
共
著
）な
ど
。

戸
次 

顕
彰（
と
つ
ぐ 

け
ん
し
ょ
う
）

大
谷
大
学
文
学
部
講
師
。大
谷
大
学
大
学
院
博
士

後
期
課
程
満
期
退
学
。博
士（
文
学
）。大
谷
大
学

助
教
、親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
研
究
員
な
ど
を
経

て
、’20
よ
り
現
職
。専
門
は
仏
教
学・中
国
仏
教
史
。

吉
川 

昌
孝（
よ
し
か
わ 

ま
さ
た
か
）

京
都
精
華
大
学
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
長
。‘89
博

報
堂
入
社
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、未
来

洞
察
コ
ン
サ
ル
、メ
デ
ィ
ア
環
境
研
究
所
所
長
等

を
経
て
、’21
か
ら
現
職
。

奥
田 

隆
明（
お
く
だ 

た
か
あ
き
）

南
山
大
学
副
学
長（
研
究
推
進・教
育
支
援
担

当
）、同
経
営
学
部
教
授
。’89
名
古
屋
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
、博
士（
工

学
）。名
古
屋
大
学
を
経
て
、’13
よ
り
南
山
大
学
。

山
下 

修（
や
ま
し
た 

お
さ
む
）

芝
浦
工
業
大
学
地
域
連
携・生
涯
学
習
企
画
推
進

課
課
長
事
務
取
扱
。危
機
管
理
室
長
兼
務
。

秋
山 

正
子（
あ
き
や
ま 

ま
さ
こ
）

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ギ
ー
ズ
東
京 

共
同
代
表

理
事
。聖
路
加
看
護
大
学（
現
聖
路
加
国
際
大

学
）卒
業
。’11「
暮
ら
し
の
保
健
室
」を
新
宿
に

開
設
、’16
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ギ
ー
ズ
東
京
を
設
立
。

外
川 

智
恵（
と
が
わ 

ち
え
）

大
正
大
学
表
現
学
部
准
教
授
。大
正
大
学
文
学
部

卒
。カ
リ
フォルニア
臨
床
心
理
大
学
院
修
士
課
程

修
了
。’92
山
梨
放
送
入
社
。「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
ジ
ャ
ー

ナ
ル
」の
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビュー
な
ど
を
務
め
る
。

〈
お
断
り
〉本
稿
は
、お
書
き
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
、

　
　
　
　
で
き
る
限
り
統
一
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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● 

５
月
11
日
㈫

第
２
回
常
務
理
事
会
、第
２
回
理
事
会
に
長

谷
山
前
会
長
が
出
席（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 

６
月
８
日
㈫

第
３
回
常
務
理
事
会
、第
３
回
理
事
会
に
長

谷
山
前
会
長
が
出
席（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 

６
月
９
日（
水
）

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
第
１
２
３
回

役
員
会
、第
８８
回
総
会
に
長
谷
山
前
会
長
が

出
席

● 

６
月
14
日（
月
）〜
21
日（
月
）

長
谷
山
前
会
長・田
中
会
長
挨
拶
回
り（
文

部
科
学
省
、財
務
省
、主
要
国
会
議
員
等
）

● 

６
月
29
日
㈫

第
１
回
総
会
に
田
中
会
長
が
出
席（
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
）

　
国
公
私
立
大
学
の
代
表
者
と
経
団
連
で
構
成

さ
れ
る「
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す
る
産

学
協
議
会
」は
、２
０
２
１
年
４
月
１９
日
に
、２
０

２
０
年
度
報
告
書「
ポ
ス
ト・コロ
ナ
を
見
据
え
た

新
た
な
大
学
教
育
と
産
学
連
携
の
推
進
」を
公

表
し
ま
し
た
。

　
国
立・公
立・私
立
大
学
団
体
は
共
同
で
、科
学

研
究
費
に
関
し
、令
和
３
年
度
ま
で
補
助
事
業
期

間
の
延
長
さ
れ
て
い
る
研
究
課
題
につ
い
て
、令
和

４
年
度
ま
で
再
延
長
し
て
ほ
し
い
旨
、文
部
科
学

省
及
び
日
本
学
術
振
興
会
に
要
望
し
ま
し
た
。

▼
各
資
料
は
、下
記
の
私
大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
５
月
25
日
㈫
、「
私
立
大
学
の
財
務

状
況
と
学
納
金
の
あ
り
方
」を
テ
ー
マ
に
講
演
お

よ
び
グ
ル
ー
プ
討
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
。63

法
人
92
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。令
和
３

年
度
は
５
月
と
７
月
に
同
一
テ
ー
マ
に
よ
る
開
催

を
企
画
し
、今
回
は
第
一
弾
と
し
て
、コロ
ナ
禍
の

財
務
状
況
を
ふ
ま
え
た
学
納
金
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、講
演
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
討
議
に
よ
り
情
報
共

有・意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
科
学
研
究
費

助
成
事
業
補
助
事
業
期
間
再
延
長
の
要
望
」

「
令
和
３
年
度
財
務
・
人
事
担
当
理
事
者

会
議【
第
一
弾
】」開
催
報
告

私 大 連 ニ ュ ー ス 　2 0 2 1 . 0 5 - 0 6

会
長
の
決
定
に
つ
い
て

会
長
の
動
き

採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す
る
産
学
協
議
会

報
告
書「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新
た
な
大
学

教
育
と
産
学
連
携
の
推
進
」の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

私大連 TOP I C S

令
和
３
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

　
　
　
　

 （
私
大
連
事
業
関
係
者
）

◆ 

瑞
宝
重
光
章

　 

河
田 

悌
一

　
　
　（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）

　 

永
井 

和
之

　
　
　（
中
央
大
学
名
誉
教
授
）

◆ 

瑞
宝
中
綬
章

　 

衛
藤 

卓
也

　
　
　（
福
岡
大
学
名
誉
学
長
）

　 

眞
田 

雅
子

　
　
　（
東
京
女
子
大
学
元
大
学
長
）

　 

向
殿 

政
男

　
　
　（
明
治
大
学
名
誉
教
授
）

◆ 

瑞
宝
小
綬
章

　 

山
中 

祥
男

　
　
　（
上
智
大
学
名
誉
教
授
）

私
大
連
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て

各
種
活
動
に
関
す
る
情
報
を
公
開

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/

　
長
谷
山
彰
前
会
長（
慶
應
義
塾
前
塾
長
）

の
会
員
代
表
者
の
交
代
に
伴
い
、令
和
３
年

６
月
８
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、新
会

長
を
左
記
の
通
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
任
期
は
令
和
３
年
６
月
９
日
か
ら
令
和
４
年

６
月
の
定
時
総
会
終
結
時
ま
で
で
す
。

　
会
長　
田
中
愛
治　
早
稲
田
大
学
総
長
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ペ
ー
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で
は『
大
学
時
報
』関
連
の

お
知
ら
せ
や
関
連
情
報
も
投
稿
中
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大学時報
University Current Review

奇数月 20 日（年 6 回）刊行 https://daigakujihou.shidairen.or.jp/

※第301号
　（2005年３月発行）から

詳細は

Webサイトにて、
全文無料公開中

第398号
（2021年5月発行）

【座談会】オンライン授業からの気付き ―語学教育―
【インタビュー】倉橋香衣氏（株式会社商船三井 人事部
ダイバーシティ・健康経営推進チーム 車いすラグビー選手）

【特集】

変わる大学入試

第397号
（2021年3月発行）

【座談会】東日本大震災から10年を振り返るー地域再
生と私立大学ー
【インタビュー】杉野公彦氏（株式会社ラウンドワン代表）

【特集】
「繋がる」を考える ー帰属意識を高める

インナーコミュニケーションー

第396号
（2021年1月発行）

【座談会】「教養教育」とは何かを考える
【インタビュー】山下 利奈氏（株式会社高橋書店 書
籍事業部 編集部）

【特集】
学び合うキャンパス

最前線

第395号
（2020年11月発行）

【座談会・小特集連動企画】コロナ禍における学
生の心のケア
【インタビュー】高倉 麻子氏（プロサッカー指導者）

【特集】
大学ボランティアセンターの

役割とこれから
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◆
コロ
ナ
禍
で
入
学
試
験
は
ど
う
なって
し

ま
う
の
か―

受
験
生
の
多
く
は
不
安
を

抱
え
な
が
ら
受
験
に
臨
ん
だ
こ
と
だ
ろ

う
。受
験
生
は
、例
年
以
上
に
体
調
に
気

を
遣
い
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
受
験
期

を
過
ご
し
た
に
違
い
な
い
。一
方
で
試
験

を
実
施
す
る
側
で
あ
る
大
学
も
過
去
に

例
を
見
な
い
ほ
ど
大
き
な
不
安
を
抱
え
て

い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
今
回
の
特
集「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
入

試
実
施
」は
、コ
ロ
ナ
禍
で
ど
の
よ
う
に
入

試
を
実
施
し
て
き
た
か
、大
袈
裟
な
言
い

方
を
す
れ
ば
各
大
学
の
戦
い
の
記
録
で
も

あ
る
。い
ず
れ
の
大
学
の
対
応
事
例
で
も

受
験
生
の
た
め
に
真
摯
に
対
策
に
取
り
組

ん
で
お
り
、結
果
と
し
て
感
染
拡
大
に
つ

な
が
る
よ
う
な
事
例
も
な
かっ
た
こ
と
は
、

ま
さ
に
各
大
学
の
努
力
の
賜
物
で
あ
っ
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。こ
の
記
録
が
今
後
も

安
心
で
公
平
な
入
試
実
施
の
た
め
の
一

助
と
な
り
、受
験
生
の
不
安
解
消
に
少
し

で
も
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
最
後
に
な
っ
た
が
、関
係
者
の
皆
様
の

ご
苦
労
に
最
大
限
の
敬
意
を
表
し
た
い
と

思
う
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報

分
科
会
委
員
・
法
政
大
学
多
摩
事
務
部

多
摩
事
務
課
課
長 

須
藤
智
徳
〉

◆
今
回
の
小
特
集「
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
の
課

題
と
可
能
性
」で
は
、従
来
の
留
学
の
代

替
に
と
ど
ま
ら
ず
、オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組

み
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。特
に
コロ
ナ
禍
以

前
か
ら
関
西
大
学
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
に
お
け
る
国
際
協
働
学
習
は
、

コロ
ナ
禍
に
よ
る
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、内

な
る
国
際
化
推
進
を
大
き
く
後
押
し
す

る
国
際
教
育
の
新
た
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。日
本
で
は
、コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
国
際
教
育

の
実
践
の
事
例
は
限
ら
れ
て
お
り
、こ
の
１

年
の
間
に
多
種
多
様
な
も
の
が
一
気
に
出

来
上
が
っ
た
感
が
あ
る
。今
後
の
展
開
を

考
え
る
上
で
、海
外
の
動
き
な
ど
も
注
視

し
な
が
ら
一
度
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
な

段
階
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。海
外
渡
航
が
全

面
的
に
再
開
す
る
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
国
際
教
育
の
可
能
性
を
熟
慮
し
て
お
く

こ
と
に
よ
り
、現
在
の
状
況
が
収
束
し
た

後
で
も
長
期
留
学
への
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の

手
段
と
し
て
展
開
し
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
海
外
渡
航
が
困
難
な
学
生
に
対

し
教
育
機
会
を
拡
げ
る
た
め
に
活
用
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会

大
学
時
報
分
科
会
委
員
・
上
智
大
学
総

務
局
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
推
進
室
長 

中
山
映
〉

◆
状
況
が
刻
一
刻
と
変
化
す
る
中
で
、戸

惑
い
な
が
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
手
法

を
導
入
し
ブ
ラ
ッ
シュア
ッ
プ
し
て
き
た
１

年
間―

大
学
現
場
で
は
、そ
の
可
能
性

を
見
出
す
一
方
で
、リ
ア
ル
な
場
の
必
要
性

を
同
時
に
実
感
す
る
時
間
で
も
あ
っ
た
こ

と
を
、編
集
作
業
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
。

　
ゴ
リ
ラ
研
究
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
山

極
寿
一
氏
は
、「
人
間
は
こ
れ
ま
で
、同
じ

時
間
を
共
有
し
、『
同
調
す
る
』こ
と
に

よって
信
頼
関
係
を
つ
く
り
、そ
れ
を
も
と

に
社
会
を
機
能
さ
せ
て
き
た
」※

１
と
語

る
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、同
時
に
行
い
、感

じ
る
時
間
の
共
有
が
で
き
な
い
と
も
指
摘

し
て
い
る
。※

２

　
奇
し
く
も
、本
号
の
座
談
会
と
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ・イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
共
通
す
る
の

は
、〝
場
〞と〝
つ
な
が
り
〞と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
っ
た
。キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
場
が
何

気
な
く
提
供
し
て
き
た
も
の
に
気
づ
く

日
々
の
中
、改
め
て
同
じ
場
に
集
い
、人
と

出
会
う
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
号
と
な
っ

た
。（※

１ 

山
極
寿
一「
スマホ
を
捨
て
た
い
子
ど
も

た
ち
」ポ
プ
ラ
社
、２
０
２
０
年
、ｐ
28　

※

２ 

参

考
：
同
書
）〈
日
本
私
立
大
学
連
盟
事
務
局 

加
賀
崎
奈
美
〉

編集後記

※内容は変更になる場合があります。次号予告 2021.09
NO.400

座談会「大学の未来へ―継承と発展―」

特　集「大学スポーツ振興の未来展望」

小特集「私大文系入試における数学の位置づけ」
だいがくのたから

豊田工業大学
大学点描

大谷大学
クローズアップ・インタビュー

赤羽有紀子さん（城西大学女子駅伝部 コーチ）
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愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福岡女学院大学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学習院女子大学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学
兵 庫 医 療 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学

⎫
｜
⎬
｜
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

金 沢 星 稜 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
九 州 産 業 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
桃山学院教育大学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学

⎫
⎬
⎭

南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大阪医科薬科大学
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白百合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 国 際 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
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